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第
１
６
５
回
臨
時
国
会
に
提
出

さ
れ
て
い
た
「
地
方
分
権
改
革
推

進
法
」
が
、
１１
月
２８
日
の
衆
議
院

本
会
議
を
通
過
し
た
の
ち
、
１２
月

８
日
の
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、

成
立
し
た
。

本
会
（
会
長
�
国
松
誠
・
藤
沢

市
議
会
議
長
）
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
六
団
体
は
こ
れ
ま
で
、
同
法

を
早
期
に
制
定
す
る
よ
う
強
く
求

め
て
き
た
。

本
年
６
月
に
は
、
「
地
方
分
権

の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
を
内

閣
と
国
会
へ
提
出
し
た
�
本
紙
１

６
２
０
号
に
掲
載
�
ほ
か
、
最
近

で
は
１１
月
２７
日
に
「
地
方
分
権
改

革
推
進
全
国
大
会
」
を
東
京
・
憲

政
記
念
館
講
堂
で
開
き
、
同
法
の

今
国
会
で
の
成
立
等
を
求
め
、
関

係
各
方
面
に
対
し
要
望
す
る
�
本

紙
１
６
３
６
号
に
掲
載
�
な
ど
、

精
力
的
に
働
き
掛
け
て
き
た
。

同
法
が
成
立
し
た
こ
と
で

今
後
、
「
地
方
分
権
改
革
推

進
計
画
」
の
策
定
な
ど
、
第

二
期
地
方
分
権
改
革
の
推
進

が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
第
二
期

改
革
後
の
「
地
方
分
権
改
革

一
括
法
（
仮
称
）
」
制
定
に

向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
と
な
っ
た
。

同
法
の
本
則
で
定
め
る
項

目
は
、
▽
第
１
章
・
総
則
▽

第
２
章
・
地
方
分
権
改
革
の

推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
▽

第
３
章
・
地
方
分
権
改
革
推

進
計
画
▽
第
４
章
・
地
方
分

権
改
革
推
進
委
員
会
―
―
の

各
章
で
掲
げ
る
事
項
と
な
っ

て
い
る
。

「
第
４
章
」の
規
定
に
基
づ
き
、

内
閣
府
に
有
識
者
７
人
か
ら
な
る

委
員
会
を
設
置
。
同
委
員
会
が
勧

告
す
る
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら

「
第
２
章
」
に
定
め
る
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
「
第
３
章
」
に
規
定

す
る
推
進
計
画
が
閣
議
決
定
を
経

て
策
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
附
則
に
よ
っ
て
施
行
期

日
を
政
令
で
定
め
る
日
と
さ
れ
て

い
る
が
、
見
通
し
と
し
て
は
平
成

１９
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

な
お
、
法
案
と
し
て
衆
議
院
本

会
議
を
通
過
す
る
に
当
た
り
、
一

部
修
正
さ
れ
て
お
り
、
財
政
措
置

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場
合
、

「
国
と
地
方
と
の
役
割
分
担
に
応

じ
た
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
等

の
観
点
か
ら
行
う
」
こ
と
な
ど
が

追
加
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
衆
・
参
両
院
に
お
い

て
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

委
員
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
地
方

の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
な
ど
の

附
帯
決
議
が
行
わ
れ
た
。

同
法
の
成
立
を
受
け
同
日
、
地

方
六
団
体
は
会
長
連
名
に
よ
る
コ

メ
ン
ト
を
発
表
�
全
文
は
２
面
に

掲
載
。
「
第
二
期
の
地
方
分
権
改

革
が
確
か
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
」
と
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今

後
は
安
倍
首
相
の
強
力
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
政
府
一
体
と

な
っ
た
地
方
分
権
推
進
体
制
の
整

備
な
ど
を
求
め
た
。

全
国
大
会
後
、
青
木
参
院
議
員
会
長

（
中
央
）に
要
望
す
る
六
団
体
代
表
。

左
か
ら
２
人
目
は
国
松
会
長

全
国
市
議
会
議
長
会
の
国
会
対

策
委
員
会
（
委
員
長
�
矢
沢
博
孝

・
川
崎
市
議
会
議
長
）
は
１２
月
４

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
第

１
０
０
回
委
員
会
を
開
き
、
平
成

１９
年
度
政
府
予
算
並
び
に
施
策
に

関
す
る
要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
に
は
、
地
方
行
政
委
員
会

な
ど
５
委
員
会
か
ら
要
請
の
あ
っ

た
「
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確
実

な
実
現
」
「
地
方
議
会
の
権
能
強

化
」
「
地
方
交
付
税
の
所
要
総
額

確
保
等
」
な
ど
３２
項
目
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
要
望
事
項
実

現
に
向
け
政
府
・
国
会
な
ど
関
係

方
面
へ
実
行
運
動
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
の
椎
川
忍
・

大
臣
官
房
審
議
官
が
「
平
成
１９
年

度
地
方
財
政
に
関
す
る
当
面
の
諸

課
題
」
に
つ
い
て
、
同
省
の
境
勉

・
大
臣
官
房
企
画
官
が
「
平
成
１９

年
度
地
方
税
制
に
関
す
る
当
面
の

諸
課
題
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
同
委
員
会
は
、
翌
日
の
１２

月
５
、
６
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

地
方
財
政
委
員
会
と
合
同
で
「
地

方
交
付
税
の
所
要
総
額
の
確
保
」

「
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
の
評

価
に
係
る
現
行
制
度
の
堅
持
」
な

ど
、
地
方
税
財
政
対
策
に
関
す
る

要
望
を
掲
げ
、
年
末
の
政
府
予
算

編
成
に
向
け
関
係
方
面
へ
精
力
的

に
実
行
運
動
を
展
開
し
た
�
２
面

に
掲
載
。

あいさつする矢沢国対委員長

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1637号１２月１５日平成18年
（2006年）

分分
権権
改改
革革
のの
確確
実実
なな
実実
現現
なな

どど

国
対
委
員
会
で
要
望
決
定

地地
方方
分分
権権
改改
革革
推推
進進
法法
がが
成成
立立

平
成
１９
年
４
月
施
行
の
見
通
し

大竹 邦実

（１） 平成１８年１２月１５日 第１６３７号



本
会
の
国
会
対
策
委
員
会
（
委

員
長
�
矢
沢
博
孝
・
川
崎
市
議
会

議
長
）
と
地
方
財
政
委
員
会
（
委

員
長
�
山
田
幸
典
・
恵
那
市
議
会

議
長
）
は
１２
月
５
、
６
日
、
合
同

で
地
方
税
財
政
に
関
す
る
要
望
運

動
を
展
開
し
た
。

現
在
、
平
成
１９
年
度
税
制
改

正
で
、
固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
の
評
価
制
度
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
見
直
し
は
償
却
資
産
評

価
額
の
最
低
価
額
（
取
得
価
額

の
５
％
）
撤
廃
と
償
却
年
数
の

短
縮
を
行
お
う
す
る
も
の
で
あ

り
、
仮
に
こ
れ
が
実
施
さ
れ
た

場
合
に
は
市
町
村
で
約
４
０
０

０
億
円
の
減
収
と
な
る
。

そ
こ
で
現
行
制
度
の
堅
持
を

求
め
要
望
し
た
ほ
か
、
地
方
交

付
税
の
所
要
総
額
確
保
等
に
つ

い
て
も
合
わ
せ
て
要
望
し
た
。

面
談
先
は
次
の
と
お
り
。

【
政
府
関
係
】
▽
塩
崎
恭
久
・

内
閣
官
房
長
官
▽
尾
身
幸
次
・

財
務
相
▽
冬
柴
鐵
三
・
国
土
交

通
相
▽
甘
利
明
・
経
済
産
業
相

▽
久
間
章
生
・
防
衛
庁
長
官

【
自
民
党
】
▽
中
川
秀
直
・
幹

事
長
▽
丹
羽
雄
哉
・
総
務
会
長

▽
青
木
幹
雄
・
参
院
会
長
▽
片

山
虎
之
助
・
参
院
幹
事
長
▽
町

村
信
孝
・
税
調
小
委
員
長
▽
武
部

勤
・
前
幹
事
長
▽
福
田
良
彦
・
総

務
委
員
▽
山
崎
力
・
税
調
幹
事

【
公
明
党
】
▽
太
田
昭
宏
・
代
表

▽
井
上
義
久
・
税
調
会
長

尾
身
財
務
相（
正
面
）に
要
望

太
田
公
明
党
代
表（
左
）に
要
望

塩崎内閣官房長官（右）に要望

中川自民党幹事長（中央右）に要望

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
和
夫
・
福
生
市

議
会
議
長
）
の
正
副
会
長
・
相
談

役
は
１２
月
７
日
、
平
成
１９
年
度
基

地
対
策
関
係
予
算
の
増
額
確
保
を

求
め
、
政
府
・
与
党
な
ど
関
係
方

面
に
対
し
緊
急
実
行
運
動
を
行
っ

た
。基

地
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
基
地
交
付
金
・
調
整
交

付
金
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
が
３
年
ご
と
に
増
額

さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
来
年

度
が
そ
の
年
に
当
た
る
。し
か
し
、

政
府
の
歳
入
・
歳
出
一
体
改
革
等

に
よ
り
、
来
年
度
予
算
の
増
額
確

保
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、
同
協
議
会
は
、
基

地
関
係
市
町
村
が
直
面
す
る
実
情

に
配
慮
し
た
う
え
で
、
他
の
一
般

行
政
経
費
と
異
な
る
性
格
を
有
す

る
基
地
対
策
関
係
予
算
の
増
額
を

確
保
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

当
日
は
、
財
務
省
の
田
中
和
�

・
副
大
臣
、富
田
茂
之
・
副
大
臣
、

江
�
洋
一
郎
・
大
臣
政
務
官
、
自

由
民
主
党
の
中
川
秀
直
・
幹
事

長
、
山
崎
拓
・
安
全
保
障
調
査
会

長
、
大
野
功
統
・
基
地
対
策
特
別

委
員
長
ら
に
面
談
し
要
望
し
た
。

１９年 度
税制改正

地地
方方
税税
財財
政政
のの
充充
実実
をを

国
対
・
地
財
委
が
合
同
実
行
運
動

「地方分権改革推進法」成立にあたって

本日、地方分権改革推進法が成立した。
地方六団体は、同法の早期制定を強く求めてきたところ
であり、心から歓迎する。
安倍内閣総理大臣、菅総務大臣をはじめ内閣、国会の関
係各位の多大なご尽力に対し、深く感謝申し上げる。
また、１１月２８日の衆議院総務委員会における審議におい
て、安倍総理から「安倍内閣において、地方分権改革は最
重要課題の一つ」「法案の名称に『改革』を入れたのは、
改革の意気込みを込めたもの」との答弁がなされたことは、
安倍総理の地方分権改革に対する意欲を示されたものであ
り心強い限りである。
この安倍総理の決意に応えるべく、地方としても、襟を
正し不断の自己改革に努め、国民の理解と共感を得て、真
の地方分権改革に向けて前進していく覚悟である。
同法の成立により、第二期の地方分権改革が確かな第一
歩を踏み出した。
今後は、安倍総理の強力なリーダーシップのもと、政府
一体となった推進体制を整備するとともに、地方分権改革
推進委員会の委員の選任にあたって地方の意見を反映させ
た上で、同委員会を早期に発足させることを強く望む。
その上で、真の地方分権改革を実現するため、地方と十
分に協議しながら、国と地方の役割分担の見直し、国から
地方への権限及び税財源のさらなる移譲、国と地方の二重
行政の解消による行政の簡素化などの改革を一体的に進め
られることを強く期待する。

平成１８年１２月８日 地方六団体

基基地地関関係係予予算算増増額額をを
基地協が緊急実行運動

第１６３７号 平成１８年１２月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議

会

人

事

議
会
所
在
地
変
更

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
肥
満
、
高
脂
血
症
、
高
血

圧
、
高
血
糖
な
ど
の
う
ち
３
つ
以

上
が
合
併
し
て
い
る
複
合
生
活
習

慣
病
の
こ
と
で
、
相
乗
的
に
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
る
原
因
と
な

る
。日

本
内
科
学
会
が
公
表
し
た
日

本
に
お
け
る
診
断
基
準
に
よ
る

と
、
必
須
項
目
は
肥
満
。
そ
れ
も

男
性
に
多
い
内
臓
脂
肪
型
の
肥
満

で
、
へ
そ
の
上
で
ウ
エ
ス
ト
を
測

っ
た
と
き
、
男
性
８５
�
以
上
、
女

性
９０
�
以
上
は
要
注
意
で
あ
る
。

こ
の
条
件
に
加
え
て
、
�
脂
質

（
中
性
脂
肪
１
５
０
�
／
�
以

上
、
ま
た
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
４０
�
／
�
未
満
）
�
血
圧

（
最
高
血
圧
１
３
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以

上
、
ま
た
は
最
低
血
圧
８５
ｍ
ｍ
Ｈ

ｇ
以
上
）
�
空
腹
時
血
糖
値
（
１

１
０
�
／
�
以
上
）
、
こ
の
な
か

で
２
項
目
以
上
が
該
当
す
る
と
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診

断
さ
れ
る
。

一
つ
ひ
と
つ
は
軽
症
で
も
３
つ

重
な
る
と
立
派
な
病
気
。
治
療
は

運
動
療
法
と
食
事
療
法
が
欠
か
せ

な
い
。
生
活
習
慣
に
密
接
に
関
係

し
て
い
る
の
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
、
症
状
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

全国市議会議長会は、「第５４回全国市議会事務局職員研

修会」を平成１９年１月２５・２６日の両日、東京・砂防会館１

階「利根」にて下記のとおり開催いたします。

研修会では、地方行財政、議会運営等の講演が行われます。

開催案内は、１１月１３日付けで、各市議会事務局へ送付し

ております。１９年１月１２日までに「出欠報告書」の返送を

お願いいたします。また、同封の「研修会質問票」も事前に

送付下さいますようお願いいたします。

記

【１日目】 １月２５日（木）

１３：３０ 開会あいさつ

全国市議会議長会事務総長 大竹 邦実

１３：３５ 「地方行財政の当面の諸課題について」

総務省大臣官房総括審議官 久保 信保 氏

１５：２０ 「議会事務局職員としての歩み」

弘前市議会事務局長 尾崎 善造 氏

【２日目】 １月２６日（金）

１０：００ 「議会における情報公開と個人情報保護」

東京大学大学院法学政治学研究科教授

宇賀 克也 氏

１１：３０ 昼食休憩

１２：３０ 「会議録の調整」

衆議院記録部速記監督 小沼 芳朗 氏

１４：００ 閉 会

▼
議
長

▽
草
津

福
井
太
加
雄
（
１０
・
２
）

▽
三
田

家
代
岡
桂
子
（
１０
・
２３
）

▽
宇
土

浜
口
多
美
雄
（
１０
・
２３
）

▽
ふ
じ
み
野

田
中
雍
規（
１０
・
２５
）

▽
東
近
江

宮
部
庄
七
（
１０
・
２７
）

▽
栗
東

三
木
敏
達
（
１０
・
３０
）

▽
黒
部

川
上

浩
（
１１
・
１
）

▽
伊
豆

堀
江
昭
二
（
１１
・
１
）

▽
志
摩

杉
木
弘
明
（
１１
・
２
）

▽
行
橋

亀
田
國
夫
（
１１
・
６
）

▽
遠
野

河
野
好
宣
（
１１
・
８
）

▽
川
西

久
保
義
孝
（
１１
・
８
）

▽
加
東

井
上
茂
和
（
１１
・
８
）

▽
高
梁

長
原

寛
（
１１
・
８
）

▽
野
洲

田
中
栄
太
郎
（
１１
・
１０
）

▽
泉
南

井
原
正
太
郎
（
１１
・
１３
）

▽
海
老
名

森
田
完
一
（
１１
・
１４
）

▽
匝
瑳

山
�

剛
（
１１
・
１４
）

▽
亀
山

葛
西

豊
（
１１
・
１４
）

▽
豊
岡

古
谷
修
一
（
１１
・
１４
）

▽
岡
崎

中
根
勝
美
（
１１
・
１５
）

▽
須
崎

北
澤
一
男
（
１１
・
１５
）

▽
東
大
阪

野
田
義
和
（
１１
・
１５
）

▽
岩
国

村
中

洋
（
１１
・
１６
）

▽
燕

星
野
義
則
（
１１
・
１７
）

▽
東
御

�
澤
旨
賢
（
１１
・
１７
）

▽
氷
見

椿
原
俊
夫
（
１１
・
２０
）

▽
草
加

須
永
賢
治
（
１１
・
２０
）

▽
勝
山

北
山
謙
治
（
１１
・
２１
）

▽
見
附

八
木
庄
英
（
１１
・
２２
）

▽
安
芸
高
田

松
浦
利
貞（
１１
・
２２
）

▽
前
原

新

久
太
（
１１
・
２４
）

▽
青
森

奥
谷

進
（
１１
・
２７
）

▽
南
あ
わ
じ

北
村
利
夫（
１１
・
２７
）

▽
鶴
ヶ
島

岸
田
近
典
（
１１
・
２８
）

▽
松
戸

岡
本
和
久
（
１１
・
２９
）

▽
目
黒

二
ノ
宮
啓
吉
（
１１
・
３０
）

▽
南
相
馬

	
野
光
二
（
１２
・
１
）

▽
南
砺

大
西
正
隆
（
１２
・
１
）

▼
副
議
長

▽
草
津

木
村
辰
已
（
１０
・
２
）

▽
三
田

野
村
弘
子
（
１０
・
２３
）

▽
宇
土

田
代
厚
志
（
１０
・
２３
）

▽
柳
川

島
添
達
也
（
１０
・
２４
）

▽
ふ
じ
み
野

佐
藤
英
夫（
１０
・
２５
）

▽
東
近
江

寺
村
茂
和
（
１０
・
２７
）

▽
犬
山

宮
島

一
（
１０
・
３０
）

▽
黒
部

中
谷
松
太
郎
（
１１
・
１
）

▽
伊
豆

三
須
重
治
（
１１
・
１
）

▽
宗
像

石
橋
文
恵
（
１１
・
１
）

▽
袖
ケ
浦

露
�
信
夫
（
１１
・
２
）

▽
志
摩

中
川
弘
幸
（
１１
・
２
）

▽
行
橋

池
田
弘
干
（
１１
・
６
）

▽
遠
野

佐
々
木
幸
夫
（
１１
・
８
）

▽
川
西

西
山
博
大
（
１１
・
８
）

▽
加
東

二
階
一
夫
（
１１
・
８
）

▽
高
梁

村
上
信
吾
（
１１
・
８
）

▽
野
洲

中
田
幸
子
（
１１
・
１０
）

▽
泉
南

市
道
浩
高
（
１１
・
１３
）

▽
海
老
名

白
神
多
恵
子（
１１
・
１４
）

▽
匝
瑳

浅
野
勝
義
（
１１
・
１４
）

▽
亀
山

大
井
捷
夫
（
１１
・
１４
）

▽
豊
岡

森
本
陸
夫
（
１１
・
１４
）

▽
岡
崎

野
村
康
治
（
１１
・
１５
）

▽
須
崎

森
光
英
二
（
１１
・
１５
）

▽
東
大
阪

川
光
英
士
（
１１
・
１５
）

▽
岩
国

渡



弘
（
１１
・
１６
）

▽
燕

赤
川

清
（
１１
・
１７
）

▽
東
御

町
田
千
秋
（
１１
・
１７
）

▽
氷
見

島

久
雄
（
１１
・
２０
）

▽
草
加

宇
佐
美
正
隆
（
１１
・
２０
）

▽
光

芦
原

廣
（
１１
・
２０
）

▽
見
附

星

賢
一
（
１１
・
２２
）

▽
安
芸
高
田

渡
辺
義
則（
１１
・
２２
）

▽
前
原

有
田
継
雄
（
１１
・
２４
）

▽
青
森

中
川
勅
使
男
（
１１
・
２７
）

▽
南
あ
わ
じ

木
曽
弘
美（
１１
・
２７
）

▽
松
戸

平
林
俊
彦
（
１１
・
２９
）

▽
目
黒

木
村
洋
子
（
１１
・
３０
）

▽
南
相
馬

横
山
元
栄
（
１２
・
１
）

▽
南
砺

城
岸
一
明
（
１２
・
１
）

▼
事
務
局
長

▽
根
室

高
島
成
司
（
１１
・
１
）

▽
河
内
長
野
市
（
大
阪
府
）

河
内
長
野
市
原
町
１
丁
目
１
番

１
号

（
住
居
表
示
の
変
更
の
た
め
、電
話

番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
の
変
更
な
し
）

▽
加
東
市
（
兵
庫
県
）

〒
６
７
３
―
１
４
９
３

加
東
市
社
５０
番
地

TEL
０
７
９
５
（
４
３
）
０
３
８
５

FAX
０
７
９
５
（
４
２
）
７
９
６
０

メメ
タタ
ボボ
リリ
ッッ
クク
シシ
ンン
ドド
ロロ
ーー
ムム

内
蔵
肥
満
の
方
は
ご
用
心

全全国国市市議議会会事事務務局局職職員員研研修修会会
１月２５日・２６日 東京・砂防会館で開催

時の話題

（３） 平成１８年１２月１５日 第１６３７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



行

事

予

定

江
戸
時
代
、
江
戸
・
日
本
橋
か

ら
京
都
・
三
条
大
橋
ま
で
を
結
ん

だ
東
海
道
五
十
三
次
第
６
番
目
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
藤
沢
宿
。

こ
の
地
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
お

こ
り
、
一
遍
上
人
を
開
祖
と
す
る

時
宗
の
総
本
山「
遊
行
寺
」の
門
前

町
と
し
て
も
栄
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
一
遍
上
人
は
、
時
宗
の
開

祖
と
し
て
の
ほ
か
、「
踊
り
念
仏
」

を
用
い
て
布
教
な
ど
を
行
っ
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
人
物
で
も
あ
り
ま

す
。
上
人
は
、
太
鼓
や
鉦（
か
ね
）

な
ど
を
打
ち
鳴
ら
し
、
踊
り
な
が

ら
念
仏
や
和
讃
を
唱
え
、
全
国
を

巡
り
歩
き
ま
し
た
。

や
が
て
全
国
に
広
ま
っ
た
「
踊

り
念
仏
」
は
、
民
衆
の
芸
能
へ
と

変
化
。
「
念
仏
踊
り
」
や
「
風
流

踊
り
」
の
時
代
を
経
て
、
「
盆
踊

り
」
へ
と
発
展
し
た
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
藤
沢
市
で
は
、
「
踊
り

念
仏
が
盆
踊
り
の
ル
ー
ツ
」
と
す

る
観
点
に
立
ち
、
全
国
の
有
名
な

盆
踊
り
や
念
仏
踊
り
を
集
め
た
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
第
１
回
「
藤
沢

宿
・
遊
行
の
盆
」
を
本
年
７
月
２２

日
、
２３
日
の
両
日
に
わ
た
り
開
催

し
ま
し
た
。

初
日
で
あ
る
２２
日
は
、
遊
行
寺

を
会
場
と
し
て
４
部
構
成
で
開

催
。
ま
ず
第
１
部
で
は
「
盆
踊
り

の
ル
ー
ツ
を
探
る
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
盆
踊
り
等

の
歴
史
や
見
所
な
ど
に
つ
い
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
来
場
者
と
も
ど
も
踊
り
に
対

す
る
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

第
２
部
「
遊
行
寺
の
踊
り
念
仏

と
市
内
の
さ
さ
ら
踊
り
」
で
は
、

遊
行
寺
に
伝
わ
る「
踊
り
念
仏
」が

保
存
会
の
方
々
に
よ
り
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
日
本
の
民
族
楽
器

の
１
つ
で
あ
る
「
さ
さ
ら
」

を
用
い
る
「
さ
さ
ら
踊
り
」

の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
３
部
「
藤
沢
市
の
新
し

い
創
作
踊
り
」
で
は
、
「
踊

り
念
仏
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
、

作
詞
・
作
曲
・
振
り
付
け
な

ど
を
新
た
に
組
み
入
れ
た
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
観
客
と
一

緒
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
４
部
「
全
国
の
盆
踊

り
」
で
は
、
富
山
県
の
「
越

中
お
わ
ら
」、秋
田
県
の

「
西
馬
音
内
盆
踊
り
」

を
招
き
、
観
覧
し
ま
し

た
。２

日
目
は
、
会
場
を

藤
沢
市
秩
父
宮
記
念
体

育
館
に
移
し
、
３
部
構

成
に
て
開
催
。
初
日
に

行
わ
れ
た
第
２
部
か
ら

第
４
部
ま
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
再
度
披
露
さ

れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
応
募
者
多
数
の
た

め
抽
選
を
実
施
す
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
。
両
日
を
合
わ
せ
、
約
４
７

０
０
人
の
市
民
ら
が
観
覧
す
る
成

果
を
収
め
ま
し
た
。

同
市
で
は
来
年
７
月
下
旬
に
、

第
２
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

（
本
紙
取
材
、写
真
・
藤
沢
市
提
供
）

藤沢市の新しい創作踊りを披露

▽
１２
月
１９
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
会
長
実
行

運
動
（
午
後
１
時
、
全
国
都
市

会
館
）

▽
１２
月
２２
日

国
会
対
策
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
八
戸
市
）

▽
１
月
１７
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
室
戸
市
）

▽
１
月
１８
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
午
後
３
時

半
、日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）

▽
１
月
２５
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
正
副
会
長
会
議
（
午
後
４

時
、
熊
本
市
）

▽
１
月
２５
日
・
２６
日

全
国
市
議

会
議
長
会
�
全
国
市
議
会
事
務

局
職
員
研
修
会（
午
後
１
時
半
、

午
前
１０
時
、
砂
防
会
館
）

▽
１
月
３１
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

（
午
後
３
時
、
ル
ポ
ー
ル
麹
町
）

秋田県の西馬音内盆踊りのもよう

本
会
（
会
長
�
国
松
誠
・
藤
沢

市
議
会
議
長
）
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
六
団
体
や
国
民
健
康
保
険
中

央
会
な
ど
関
係
９
団
体
は
１１
月
３０

日
、
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で

「
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大

会
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
国
民
健
康
保
険
の
関

係
者
約
２
０
０
０
人
が
参
集
。
本

会
か
ら
は
、
代
表
し
て
立
脇
通
也

・
社
会
文
教
委
員
長
（
松
江
市
議

会
議
長
）
が
出
席
し
、
大
会
議
長

団
に
選
出
さ
れ
た
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
被
保

険
者
の
高
齢
化
・
負
担
能
力
の
低

下
に
よ
り
、
収
支
両
面
に
わ
た
る

構
造
的
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
市

町
村
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
国
保

特
別
会
計
へ
の
多
額
の
繰
入
れ
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
も
限
界
の

域
に
達
し
て
い
る
。

そ
こ
で
大
会
で
は
、
同
制
度
が

抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
を
目
指

し
、
決
議
を
採
択
。
主
催
者
を
代

表
し
、
本
会
の
立
脇
委
員
長
が
、

▽
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
▽
後

期
高
齢
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
報

酬
体
系
の
確
立
▽
医
師
や
保
健
師

等
の
人
材
確
保
―
―
な
ど
８
項
目

か
ら
な
る
決
議
を
発
表
し
、
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

大会決議を発表する立脇社文委員長

市市 政政

ニニュューースス

国国
保保
全全
国国
大大
会会
でで
決決
議議

医
療
保
険
制
度
一
本
化
な
ど

第１回「
藤藤
沢沢
宿宿
・・
遊遊
行行
のの
盆盆
」」をを
催催
すす

藤
沢
市（
神
奈
川
県
）

第１６３７号 平成１８年１２月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報


	１面
	２面
	３面
	４面

